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県 下の ワカ メ,イ ワノ リ ・テ ン グサ ・ア ワ ビ ・サ ザ エ ・モ ガイ ・アサ リ,ナ マコ等は浅

海 有用生 物 中 で も漁獲 高 の大 きい ものであ るが,こ れ らのほ と ん どは個 人取引 の販 売 方法

を とつ てい て,詳 細 な 漁獲 高統 計を 得 るの に 困難 な場 合 が 多い。

浅海有用資源の漁獲量,漁 獲努力量から資源量を推定する方法が用いられるが ・それら

個体群の増加率,成 長度,主 残率等を調べて資 源量を把握し適正漁獲量を決定することに

よって,資 源の維持培養を計ることは今後ますます重要な課題 となつて来る。

現在パフンウニは資源趨 ζは少ないが将来ムラサキウニ とともに繁殖させる手段を講ず

ることによつて相当量の増産は期待出来る。

本研究 は特定 の地区について漁獲統計からパフンウニの資源量の推定を試みた:のでそ

の結果を次に報告する。

2)多 伎村地域バ フンウニ漁業 の概要

県 内のバ フン ウニ は ム ラサキ ウニに 比 べ て産 額 は少 ないが,こ こで は パ フソ ウ ニで 年

間250Kg(生),ム ラサ キ ウニで100Kg(生)・ 程水揚 げ して い る県Fで も有 数 の 漁場

で あ る。

漁場(オ1図)は 東部で は浅 く西 部 ま深 い ・底 質 は 砂礫,岩 盤 で,ア カモ ク,オ ニ クサ,

ヨレモ ク,ソ ゾ,ア ナ ア オ サ等の 海 藻 が 繁 茂 してい る と ころ であ るが ・採 取 の主 体 とな る

場所 は,小 田川 と小 田 西港 間 約2Km,沖 合40ｍ の区域80,000㎡ で あ る。

この 地域の 漁期 は7j月 中旬 か ら8月 下旬 までで,漁 業 従 事者 は 多い 時 で11～12人 ・

午 前8時 頃 か ら 午後3時 ま で従 事 すろ。

採取 め 方 法 は全 部素 潜 りで,殼 径20nn,以 上 の もの を対 象に 採取 してい る。 この 漁揚 で

は 現 在 採つ て い る漁 獲 量の3倍 く らい ・す な わ ち約750㎏ の 漁獲量 に 相 当す る 資源 は あ

ろ うと一般に 考 え られ て い る 。

1人 当 り漁獲 量 ま他県 と比 べて 多 いに もかか わ らず1人1日 当 り ・1Kg(生)を 下 る よ う

に な る と収 入の 点 か ら他 の仕事 につい た 方が よい との 理 由で 漁業 は 自然 に 中止 さ れて い'

る 現況 で あ る。 な お,パ フン ウニ1Kg(生)の 価格 は1,100円 で ・組 合が 貫 、付け 瓶詰



に加 工 して 出 荷販 売 してい る。

昭和40年 度 にお け る簸 川郡 多 伎村地 先 の パフン ウニにつ い て は,漁 獲 量(圭),出 漁

者 数 ・出 漁 日数 等は才1表 ・才2表 の とお り となつ て い る。
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表1出 漁 日 と 漁 獲 量



表2出 漁 日数 と 漁 獲 量

5)資 源量 の 推 定

上 記の記録か ら・バフンウニの資源のストツク量及び漁獲能率を見積ると次のようにな

る。

算出方法は1人1日 当り漁獲量と漁獲量累計の関係を用い ・De Lury の式を適用

する。なお漁獲量は生(生 殖巣重量)で 計算してある,

この 資源量推定に当つては次の仮定の もとに推論を行う。

① ベフンウニはこの棚 漁場 内外えの 出入 りはない。

② 漁獲能率及び1日 当り漁獲努力量は各人同じとする。

③ パフンウニは漁場に一様に分布しているものとみなすb

単位漁獲量 と漁獲量累計の関係を図示するとオ2図 のようにな る。



累積 漁 獲 量(㎏)Ｋ(t)

漁期 の 始 め と終 りの ス ト ツク量 は
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(1)式 か ら漁 獲能率 ・初期 資 源 量を 求 める こ とが 出 来 る。

表3採 取量 と日 間増減 率



すなわち,第3表 より最小自乗法を用いて最良近似直線の係数を算出すると

従つて

漁期前 日の 資源 量 は ・547Kgと 考 え られ るの で,総 漁獲量262Kgは 初 期 資 源量 の

47.9%に 当 る。

1人 当 りの 漁獲 量 の 日間の 増減率 を み る と才3表 の よ うにな り,平 均 一一〇.0252と な

る。 ウニの ス トツ クに漁 場へ の 出入 りが ない 場 合に は ・これ は ほぽ1日 当 りの 漁獲 率で あ

るの で 漁期中 に 漁獲 され る ものの 割 合 はお よ そ

百分 率 にな お すと,45.6%で あ り初 期 資 源量は,553.2Kgと 考 えられ る。



表4漁 獲努力量と単位漁獲量





一 方, De Lury の式(2)・ 単位漁獲量と漁獲努力量累計の関係か ら検討しや易

合は 次の よ うにな る。

添加のない場合資源の相対的威少率は

但し 老;単 位時 間に単位努力により層漁獲される資源量の割合

ｎ(t);漁 獲 努力 量

累積漁獲努力量を

Nで 微 分 する と

従つて

(2)式 は ・単位漁獲量c(t)の 対数値と累積漁獲努力量N(t)の一次函数の関儒 ζあ る。

この式を用いて初期資源量の 推定を試みる。

:才4表,才3図 は漁獲努力量と単立漁獲 量の対数値の関係を表わしている。前回と同

様最小自乗法を用い最良近似直線の係数を求めると

従つて



初 期資 源 量 は,571.lKg,漁 獲 能 率 は0.0031と 考え られ る。

表5漁 獲努力量を一定にした場合の 漁獲量



累積魚獲量(Kg)



4)考 察

この 漁場 での 昭和40年 度 に おけ るバ フン ウニ の総 資 源量 は,上 記3通 りの方 法か ら推

定 した ところ550ｋｇ か ら570Kｇ(圭)と 考 え られ る。 これ は 一般 に 予 想 され ていた

程 採取 の 対 象 とな る ウニ は棲 息 せず,漁 獲 量の 約2倍 程 度で ある 。 いい かえれ ば総資 源 量

の半 分 程 度 しか 漁 獲 してい な い。 平 均歩 留 り8%と し て殼 重 に換 算 す る と約7,000Kgと

な る。 今仮 に1個 体平 均殻 重 を10grと す ると ・この 漁場 に は約70,000個 凄 息 して

いた こ とに な り ・1㎡ 当 りで は8.7個 に 相 当 す る。 この 数 量 は 他 地区 と比 べ て海 藻の 繁茂

状 態か らい つ て も多い 値 ではな いの で,今 後 ブロ ッ ク魚礁,投 石 ・移 殖 等に よつそ,単 位

面 積当 りの 棲 息数 の増 加 を はか り,或 いは間引率 を 高 めて未添 加 資源の 漁 獲対 象資 源へ の

加 入 を 促 進 し ・凄 息 量 ・間引 率 ・生 殖 巣 重 量の増減 率,餌 料 生物,環 境 要 因 等の 相 互 関係

をし らべ ・効率 的 噌 殖対 策 を行 えぱ 生産 量 も相 当上 昇 する と考 え られ る。

5)結 果

1)昭 和40年 度 に お け る多 伎村 地先,小 田川 西 部 漁 場での'くフ ンウニ 資 源量は

① 単 位 漁獲量 と 漁 獲量 累 計か ら推定 した場 合 は,547.3㎏(生)で あ る。

② 日間 の単 位 漁獲 量 増減 率 か ら推定 しに 場 創 ま553.2㎏(生)と な る。

③ 単 位 漁 獲量 と 漁獲努 力 量か ら推定 した 場 合 は,57L1㎏(生)と 考 え られ る。

2)加 工 技 術,流 通 機 構の改 善が 計 られ,1入1日500grの 採取 で も採算 が 合 うな

ら ば毎 日10人 が40日 間操 業 で き,資 源量 の73%を 利 用 する こ とが 可能 とな る。

3)現 在の 漁獲 能率 を2倍 に する こ とが で き るな らば

①270㎏ の漁獲 重は,10日 延100人 で達成 で きる。

②1人1日 当 りの 漁獲 量 は20日 目で1Kgを 割 る。 この 時総 灘 獲 量 は410Kgと な

る 。

③ 単位漁獲量が350ｇrに なつた時 ・資 源量の90%が 利用されたことにな る。
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